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は
じ
め
に

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
古
口
決
抄
鈔
出
」（以
下
、
本
書
）は
、
藤
井
永
観
文
庫
所
蔵
の
典
籍
で
あ

り
、
現
所
蔵
者
の
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
藤
井
永
観
文
庫
研
究
資
源

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https://w

w
w
.dh-jac.net/db1/resource/search_eikan.php

）
に
お
い
て
画
像

が
公
開
さ
れ
て
い
る(

資
料
番
号: eik2-0-36

。
以
下
、
断
り
の
な
い
番
号
は
藤
井
永
観
文
庫
研
究

資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
資
料
番
号
を
指
す
）。
な
お
、
書
名
の「
古
口
決
抄
鈔
出
」は
、
原
題
で
は
な

く
奥
書
を
踏
ま
え
た
後
勘
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
自
体
の
検
討
を
要
す
る
が
、
参
照
の
用
に
鑑
み
一

先
ず
現
状
の
書
名
に
従
う
。

１

書
誌
情
報

ま
ず
、
書
誌
情
報
を
整
理
し
て
お
く
。
本
書
は
上
・下
二
冊
の
冊
子
で
構
成
さ
れ
帙
に
収
納
さ

れ
て
い
る
（図
１
、
２
）。
楮
紙
。
全
紙
に
裏
打
ち
。
本
文
は
一
筆
の
漢
字
カ
ナ
交
じ
り
文
で
、
全
編
に

わ
た
り
朱
合
点
、
墨
消
や
挿
入
点
に
よ
る
追
記(

墨
書
・朱
墨)

あ
り
。
無
辺
無
界
で
一
面
は
10
行
・

20
字
前
後
で
あ
る
。
各
冊
個
別
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
数
値
等
は
著
者
の

原
本
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
藤
井
永
観
文
庫
研
究
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
記
載
と
は
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

〔
上
冊
〕…
寸
法
：縦25.3

糎
・横21.0

糎
・厚1.5

糎
／
丁
数
：
41
丁
（共
紙
表
紙
）／
装
幀
：袋

綴

（紙
縒
綴
）／
表
紙
：罫
紙
。
小
破
損
。
綴
じ
部
分
に
補
強
紙
の
跡
。
表
紙
右
下
に
墨
書「
聖
通

之
」（外
題
と
は
異
筆
）。
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
（３
A
／
６
７
／
１
）貼
付
。
／
外
題
：表
紙
打
付
書

「
鈔
出

上
」。

奥
書
：裏
表
紙
見
返
し
に
奥
書
あ
り
。

（奥
書
１
）「
於
上
酉
酉
浄
光
坊
令
鈔
出
畢
、
文
字
等
不
審
多
々
也
、
然
レ
ト
モ
先
如
本
令
書
之
、

〇不

可
〇為

外
見
也
、
金
剛
仏
子
相
覚
廿
一
歳
」

（奥
書
２
）「
堅
固
金
剛
仏
子
聖
通
廿
」

〔
下
冊
〕…
寸
法
：縦25.3

糎
・横21.0

糎
・厚1.5

糎
／
丁
数
：
45
丁
（共
紙
表
紙
）／
装
幀
：袋

綴
（紙
縒
綴
）／
表
紙
：罫
紙
。
小
破
損
。
綴
じ
部
分
に
補
強
紙
の
跡
。
表
紙
右
下
に
墨
書「
聖
通
之
」

（外
題
と
は
異
筆
）。
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
（３
A
／
６
７
／
２
）貼
付
。
／
外
題
：表
紙
打
付
書「
鈔

出

下
」。

奥
書
：裏
表
紙
見
返
し
に
奥
書
あ
り
。

（奥
書
１
）「
此
鈔
出
二
帖
者
、
応
安
五
年
黄
鐘
之
比
、
於
上
酉
酉
浄
光
坊
、
自
他
流
之
古
口
決
抄

等
開
見
、
小
々
令
鈔
出
者
也
、
当
流
用
否
者
、
逢
師
可
決
之
歟
、
更
不
可
及
他
見
者
也
、

金
剛
仏
子
相
覚
廿
一
歳
」

（奥
書
２
）「
伝
領
金
剛
仏
子
聖
通
廿
」

併
せ
て
帙
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
お
く
。
寸
法
：縦25.5

糎
・横22.0

糎
・厚
さ2.5

糎
／
装
幀
：

青
紙
／
表
面
：題
箋
墨
書「
東
寺
本

鈔
出

上
下
二
帖

応
安
五
年

相
覚
」、
押
紙「
永
観
文
庫

時
代

応
安
五
年

名
称

鈔
出

作
者

相
覚
」、
ラ
ベ
ル
1
（３
A
／
６
７
）・
ラ
ベ
ル
２
（eik2-

0-36

）貼
付
。
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藤
井
永
観
文
庫
所
蔵

相
覚
撰
・
聖
通
伝
領
「
古
口
決
抄
鈔
出
」
に
つ
い
て

右
の
書
誌
情
報
と
く
に
奥
書
の
記
載
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
本
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
以
下
の
こ

と
が
確
認
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
本
書
は
応
安
五
年
（一
三
七
二
）十
一
月
に
二
十
一
歳
の
真
言
僧
相

覚
が
醍
醐
寺
（上
醍
醐
）浄
光
坊
に
お
い
て
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る

1)

。
相
覚
大
僧
都
（一
三
五
一

～
一
三
九
二
）は
、
久
我
通
相
の
息
で
醍
醐
寺
を
拠
点
と
す
る
真
言
小
野
流
の
一
つ
地
蔵
院
流
に

属
し
た
。
嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
頃
に
鎌
倉
へ
下
り
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
当
地
で
没
し
た

（『
尊
卑
分
脈
』・『
常
楽
記
』他
）。「
太
政
大
臣
法
眼
」や「
宝
蓮
院
」と
も
称
し
た

2)

。

次
い
で
、
真
言
僧
聖
通
が
二
十
歳
の
時
に
本
書
を
伝
領
し
た
。
善
乗
院
聖
通
（一
三
九
六
～
一

四
二
七
）は
、
久
我
通
宣
猶
子
・今
小
路
師
冬
息
カ
。
兄
弟
に
は
三
宝
院
満
済
が
い
る
。
血
脈
の
類

に
は
見
え
な
い
が
、
聖
通
も
地
蔵
院
流
の
僧
侶
で
あ
っ
た

3)

。
な
お
、
聖
通
の
生
没
年
か
ら
本
書
の

伝
領
は
応
永
二
十
三
年
（一
四
一
六
）の
こ
と
と
わ
か
る
。

本
文
に
つ
い
て
、
相
覚
が
書
写
し
た
他
の
聖
教
と
の
比
較
か
ら
、
本
文
と
相
覚
の
奥
書
に
つ
い
て

は
相
覚
自
筆
と
み
て
よ
い

4)

。
一
方
、
本
書
各
冊
冒
頭
に
あ
る
目
録
の
筆
跡
は
本
文
と
は
明
白
に

異
な
り
、
か
つ
聖
通
の
伝
領
奥
書
と
同
筆
と
思
し
い
（図
３
、
４
）5)

。
同
じ
く
他
の
聖
通
の
筆
跡
と
の

比
較
か
ら
、
伝
領
奥
書
が
聖
通
自
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

6)

。
す
な
わ
ち
、
相
覚
が
撰
述
し

た
原
本
を
聖
通
が
伝
領
し
た
際
に
、
目
録
部
分
を
書
き
加
え
た
も
の
が
現
状
と
考
え
ら
れ
る

7)

。

し
た
が
っ
て
、
本
書
は
南
北
朝
期
の
応
安
五
年
（一
三
七
二
）に
成
立
し
、
室
町
中
期
の
応
永
二
十

三
年
（一
四
一
六
）に
加
筆
さ
れ
た
地
蔵
院
流
ゆ
か
り
の
典
籍
と
言
え
よ
う
。

２

伝
来
に
つ
い
て

藤
井
永
観
文
庫
に
は
仏
画
・経
典
の
優
品
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
典
籍
類
で

は
中
世
の
真
言
密
教
に
関
す
る
文
献
が
多
い
。
こ
の
う
ち
主
だ
っ
た
も
の
は
展
示
・図
録
に
て
紹
介

さ
れ
て
い
る

8)

。
さ
ら
に
細
か
く
み
る
と
、「
野
沢
十
二
流
」と
呼
ば
れ
る
真
言
密
教
の
主
要
法
流

の
う
ち
、
と
く
に
醍
醐
寺
を
拠
点
と
し
た
三
宝
院
流
に
関
す
る
鎌
倉
時
代
の
書
跡
や
聖
教
が
目
立

つ
。ま

ず
建
暦
二
年
（一
二
一
二
）の
も
の
と
さ
れ
る「
権
僧
正
成
賢
書
状
」（eik1-4-01

）は
、
醍
醐

寺
座
主
・東
寺
長
者
を
歴
任
し
、
三
宝
院
流
の
根
本
聖
教
と
し
て
知
ら
れ
る「
薄
双
紙
」を
撰
述
す

る
な
ど
、
聖
俗
に
わ
た
り
醍
醐
寺
に
大
き
な
足
跡
を
遺
し
た
成
賢
（一
一
六
二
～
一
二
三
一
）
の

消
息
で
あ
る

9)

。

次
い
で
、
建
長
三
年
（一
二
五
一
）と
推
定
さ
れ
る
「
深
賢
書
状
」（eik1-4-03

）は
、
成
賢
の
嫡

資
道
教
か
ら
三
宝
院
流
の
相
承
を
預
か
り
、
こ
れ
を
道
教
弟
の
親
快
に
授
け
た
深
賢
法
印
（一
一

七
九
～
一
二
六
一
）の
消
息
で
、
彼
は
地
蔵
院
の
開
基
に
し
て
地
蔵
院
流
の
祖
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
地
蔵
院
を
継
承
し
た
覚
洞
院
僧
正
親
快
（一
二
一
五
～
一
二
七
六
）が
文
永
三
年
（一
二
六

六
）に
著
し
た
も
の
が「
親
快
朱
注
偈
項
」（eik1-1-13

）で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
藤
井
永
観
文
庫
に
は
三
宝
院
流
と
そ
の「
嫡
流
」を
称
し
た
地
蔵
院
流
に
関
す
る

文
献
が
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
報
恩
院
憲
深
（一
一
九
二
～
一
二
六

三
）を
祖
と
し
、
地
蔵
院
と
同
じ
く
三
宝
院
流
の「
嫡
流
」を
主
張
し
て
ゆ
く
報
恩
院
流
関
係
者
の

著
述
と
し
て
、
正
元
元
年
（一
二
五
九
）
に
醍
醐
寺
覚
洞
院
で
親
尊
が
書
写
し
た「
普
賢
延
命
鈔
」

（eik2-0-01

）
や
岳
西
院
祖
の
玄
慶
（？
～
一
二
九
八
）
が
伝
領
し
た「
反
音
鈔
」（eik2-0-15

）
な

ど
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、「
普
賢
延
命
鈔
」の
紙
背
文
書
に
は
複
数
の
憲
深
書
状
が
確
認
さ
れ

て
い
る

10）

。

藤
井
永
観
文
庫
に
限
ら
ず
、
現
在
は
個
人
蔵
や
機
関
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
中
世
の
真
言
密
教

関
係
の
文
献
に
は
、
醍
醐
寺
関
係
と
く
に
地
蔵
院
流
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
来
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
（前
田
尊
経
閣
所
蔵「
宝
菩
提
院
文
書
」・国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵「
田
中
穣
旧
蔵

典
籍
文
書
」な
ど
）。
こ
れ
ら
は
三
密
蔵
（宝
菩
提
院
）や
金
剛
蔵
（観
智
院
）な
ど
、
東
寺
の
諸
経
蔵

に
伝
来
し
た
聖
教
類
と
密
接
な
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
。
撰
者
・伝
領
者
が
と
も
に
醍
醐
寺
地
蔵

院
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
帙
の
題
箋
に「
東
寺
本
」と
あ
る
こ
と
も
併
せ
て

東
寺
周
辺
か
ら
の
伝
来
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
文
庫
主
の
藤
井
孝
昭
氏
が
個
別
に
蒐
集

し
た
も
の
か
、
何
ら
か
の
形
で
ま
と
ま
っ
て
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
は
現
状
で

は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
本
書
が
藤
井
永
観
文
庫
内
の
孤
本
で
は
な
く
、
醍
醐
寺
お
よ
び

醍
醐
寺
地
蔵
院
に
関
す
る
一
群
の「
ま
と
ま
り
」と
し
て
伝
来
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
た

い
。

３

構
成
と
特
徴

本
書
の
構
成
は
各
冊
冒
頭
の
目
録
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
目
録
の
表
記
と
本
文
内
の
見
出
し
表

記
が
異
な
る
部
分
や
、
目
録
で
は
抜
け
て
い
る
項
目
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
異
同
を
含
め
掲
出

し
て
お
く
。
異
同
が
あ
る
場
合
、【

】内
が
本
文
内
の
見
出
し
表
記
で
あ
る
。

〔
上
冊
〕
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藤
井
永
観
文
庫
所
蔵 

相
覚
撰
・
聖
通
伝
領
「
古
口
決
抄
鈔
出
」
に
つ
い
て 

両
部
曼
荼
羅
事
／
阿
弥
陀
法
事
【
阿
弥
陀
事
】
／
薬
師
法
事
【
薬
師
事
】
／
光
明
真
言
事 

付
土
砂
加
持【
土
砂
事
】／
仏
眼
法
事【
仏
眼
事
】／
舎
利
法
事【
舎
利
事
】／
後
七
日
事
／

大
仏
頂
法
事【
大
仏
頂
事
】／
尊
勝
法
事【
尊
勝
仏
頂
事
】／
如
寶
尊
勝
事
／
一
字
金
輪
事

／
法
花
法
事【
法
花
事
】／
【
理
趣
経
事
】／
六
字
経
事
／
咒
賊
経
事
／
寿
命
経
事
／
童
子

経
事
／【
止
風
雨
経
事
】／
請
雨
経
事
／
孔
雀
経
事
／
仼
（マ
マ
）経
事【
仁
王
経
事
】／
六
観

音
事【
正
観
音
事
・千
手
事
・馬
頭
事
・十
一
面
事
・准
胝
事
・如
意
輪
事
】／
不
空
羂
索
法
事

【
不
空
羂
索
事
】／
阿
摩
提
法
事【
阿
摩
提
事
】／
五
字
文
殊
事
／
八
字
文
殊
事
／
五
秘
密

法
事【
五
秘
密
事
】／
虚
空
蔵
法
事【
虚
空
蔵
事
】／
普
賢
法
事【
普
賢
事
】／
延
命
法
事【
延

命
事
】／
普
賢
延
命
法
事【
普
賢
延
命
事
】／【
千
手
四
十
手
中
無
延
命
法
事
】  

〔
下
冊
〕 地

蔵
事
／
弥
勒
事
／
随
求
事
／【
勢
至
事
】／
不
動〈
付
八
千
枚
事
〉【
不
動
事
】【
八
千
枚
事
】

／
降
三
世
事
／
軍
荼
利
事
／
大
井
得
事【
大
威
徳
事
】／
金
剛
薬
叉
事
／
愛
染
王
事
／
烏

蒭
沙
摩
事
／
金
剛
童
子
事
／
北
斗
法
事【
北
斗
事
】／
属
星
事
／
炎
魔
天
事
／
常
求
利
事

【
常
求
利
童
女
事
】／
十
二
天
事
／
聖
天
事
／
施
餓
鬼
事
／
地
天
事
／
水
天
事
／
多
聞
天

事
／
吉
祥
天
事
／
求
聞
持
事
／
雑
々
事【
結
縁
灌
頂
事
】・【
除
目
御
修
法
事
】・【
大
師
即
身

成
仏
事
】・【
二
仏
二
中
年
数
事
】・【
心
額
唯
頂
四
處
事
】・【
恵
果
二
人
事
】・【
比
丘
僧
不
可

礼
敬
神
明
只
可
行
法
施
事
】
・【
仏
胷
卍
万
字
事
】
・【
月
中
莵
事
】・【■

■
■

（
墨
消
）五
欲

事
】・【
声
聞
事
】・【
縁
覚
事
】・【
乳
木
事
】・【
後
夜
閼
伽
水
汲
時
分
事
】・【
上
堂
時
至
道
場
門

吽
唱
テ
弾
指
ス
ル
事
】・【
三
古
印 

 

字
事
】・【
勧
請
并
発
願
神
分
表
白
等
事
】・【
結
印
時
霞

衣
事
】・【
百
心
木
事
】・【
菉
豆
事
】・【
双
六
梵
名
事
】・【
転
法
輪
事
】・【
不
動
頂
上
蓮
花
事
】 

 

右
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
下
冊
末
尾
の「
雑
々
事
」を
除
く
と
、
密
教
僧
が
師
か
ら
伝
授

す
る
修
法
い
わ
ゆ
る「
諸
尊
法
」に
関
す
る
聖
教
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
先
師
の
口
伝
・口
決
か
ら
、

あ
る
い
は「
覚
禅
抄
」や
「
秘
鈔
」と
い
っ
た
口
決
集
か
ら
、
あ
る
い
は
経
疏
・儀
軌
な
ど
の
注
釈
書
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用
す
る
形
で
各
修
法
の
由
来
や
作
法
を
説
明
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
構
成
か
ら
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
頼
瑜
撰「
薄
草
子
口
決
」（成
賢
撰「
薄
双
紙
」

に
つ
い
て
憲
深
の
口
伝
・口
決
を
頼
瑜
が
編
纂
し
た
抄
物
。
弘
長
二
年
（一
二
六
二
）撰
）を
は
じ
め

と
す
る
、
諸
尊
法
を
類
聚
し
解
説
し
た「
抄
物
」で
あ
る

11）

。
実
際
、
本
書
の
項
目
の
多
く
は「
薄
双

紙
」に
収
録
さ
れ
る
諸
尊
法
に
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
本
書
の
場
合
は
数
行
に
満
た
な
い
簡
潔
な
項

目
も
あ
り
、
伝
授
に
関
す
る
情
報
を
詳
細
に
記
し
全
数
十
巻
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
抄
物
の
類
と
は

性
格
が
異
な
る
。
下
冊
奥
書
に「
自
他
流
之
古
口
決
抄
等
開
見
、
小
々
令
鈔
出
者
也
」と
あ
る
よ

う
に
、
諸
尊
法
に
関
し
て
広
く
諸
説
を
渉
猟
し
、
そ
の
要
諦
を
端
的
に
記
し
た
覚
書
の
類
と
言
え

よ
う
か
。
言
わ
ば「
抄
物
の
抄
物
」と
い
う
べ
き
も
の
で
、
な
る
ほ
ど「
古
口
決
抄
鈔
出
」と
い
う
書
名

は
本
書
の
内
容
を
よ
く
言
い
表
し
て
い
る

12）

。 

も
っ
と
も
、
本
書
の
随
所
に
み
ら
れ
る「
或
記
云
」
と
い
う
部
分
に
注
目
す
る
と
、
た
と
え
ば
光

明
真
言
事
（上
冊
五
丁
オ
）の「
或
記
云
、
既
五
智
如
来
頂
ヨ
リ
各
放
光
云
々
、
是
即
順
五
色
光
印

ニ
、
又
会
台
蔵
五
古
印
ニ
、
故
以
台
大
日
為
本
尊
也
」と
い
う
一
節
は「
薄
草
子
口
決
」か
ら
の
引
用

と
わ
か
る

13）

。「
自
他
流
」と
言
い
な
が
ら
も
、
参
照
の
対
象
が
主
に
三
宝
院
流
の
所
説
に
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。 

こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
本
書
が
真
言
教
学
上
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
か
、
そ
の
方
面
に

疎
い
筆
者
に
は
理
解
が
及
ば
な
い
が
、
本
書
が
撰
述
さ
れ
た
応
安
五
年
（一
三
七
二
）は
、
相
覚
が

伝
法
灌
頂
を
受
け
阿
闍
梨
と
な
っ
た
年
で
あ
り

14）

、
ま
た
二
十
一
歳
と
い
う
年
齢
か
ら
し
て
も
（聖

通
の
伝
領
も
二
十
歳
で
あ
る
）、
そ
の
修
学
上
の
初
習
段
階
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
と
位
置
付
け
る
こ

と
は
許
さ
れ
よ
う
。 

 

お
わ
り
に 

以
上
、
簡
略
な
が
ら
本
書
に
つ
い
て
基
礎
的
な
情
報
を
整
理
し
た
。
密
教
僧
と
し
て
学
ぶ
べ
き
修

法
等
の
次
第
を
簡
潔
に「
鈔
出
」し
た
本
書
は
、
初
学
者
の
手
引
き
的
な
用
途
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

の
意
味
で
、
一
見
に
は
没
歴
史
的
・没
個
性
的
な
テ
キ
ス
ト
に
み
え
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う

か
。
別
稿
で
は
、
本
書
の
撰
述
・伝
領
の
時
期
や
撰
者
・伝
領
者
の
立
場
に
つ
い
て
検
討
し
、
醍
醐
寺

地
蔵
院
と
そ
の
法
流
を
め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
に
本
書
を
位
置
付
け
た
い
。 

 

〔
謝
辞
〕 

「
古
口
決
抄
鈔
出
」の
原
本
調
査
に
あ
た
り
、
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
ア
ー
ト
・リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
の
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
〔
注
〕 

 

１
） 

浄
光
坊
は
山
上
に
在
っ
た
房
舎
の
一
つ
で
、『
醍
醐
寺
新
要
録
』巻
第
五
に
よ
る
と
、
永
久
五

年
（一
一
三
〇
）
の「
祈
雨
御
記
」に「
上
醍
醐
浄
光
坊
」と
の
所
見
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
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藤
井
永
観
文
庫
所
蔵

相
覚
撰
・
聖
通
伝
領
「
古
口
決
抄
鈔
出
」
に
つ
い
て

『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
』中
に
は
堂
舎
の
相
承
に
関
す
る
手
継
証
文
を
は
じ
め
多
く
の
所
見
が

あ
り
、
中
世
を
通
じ
て
浄
光
坊
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

２
）
相
覚
に
つ
い
て
の
専
論
は
な
い
が
、
醍
醐
寺
地
蔵
院
に
関
す
る
諸
研
究
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

石
田
浩
子「
室
町
期
に
お
け
る「
都
鄙
」間
交
流
」（『
人
民
の
歴
史
学
』一
八
二
、
二
〇
〇
九

年
）、
後
掲
注
３
伴
瀬
論
文
な
ど
。
本
書
と
相
覚
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
し
く
検
討

す
る
。

３
）
伴
瀬
明
美「
室
町
期
の
醍
醐
寺
地
蔵
院
―
善
乗
院
聖
通
の
生
涯
を
通
じ
て
」
（『
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』二
六
、
二
〇
一
六
年
）。
な
お
、
聖
通
と
本
書
の
関
係
に
つ
い
て
も

別
稿
に
て
詳
し
く
検
討
す
る
。

４
）
た
と
え
ば『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
』又
別
五
〇
函
四
二
号「
八
千
枚
」の
奥
書
部
分「
応

安
四
年
六
月
廿
八
日
以
師
主
御
本
書
写
了
、
相
覚〈
二
十
〉」、
同
又
別
四
四
函
七
八
号「
修

学
土
代
」の
奥
書
部
分「
永
和
五
年
二
月
十
五
日
一
見
之
次
書
写
之
了
、
欣
求
西
土
沙
門

相
覚〈
生
廿
八
〉」な
ど
を
見
る
と
、
署
名
の「
覚
」や
「
五
」・「
年
」と
い
っ
た
文
字
に
特
徴
的

な
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。

５
）
と
く
に「
聖
」や「
金
」の
字
な
ど
に
顕
著
で
あ
る
。

６
）
「
僧
正
聖
通
書
状
」（『
大
日
本
古
文
書

醍
醐
寺
文
書

別
集
之
一
』二
一
四
号
～
二
一
六

号
）。
同
書
九
三
頁
に
一
部
影
印
あ
り
。

７
）
朱
合
点
お
よ
び
朱
筆
の
追
記
に
つ
い
て
は
記
主
を
判
別
し
難
い
。

８
）
『
財
団
法
人
藤
井
永
観
文
庫
展

中
世
の
密
教
世
界
』（立
命
館
大
学
21
世
紀C

O
E

プ
ロ
グ

ラ
ム

京
都
ア
ー
ト
・エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究
、
二
〇
〇
三
年
）、『
財
団
法
人
藤
井

永
観
文
庫
展

中
世
の
聖
教
と
紙
背
』（立
命
館
大
学
21
世
紀C

O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム

京
都
ア

ー
ト
・エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究
、
二
〇
〇
四
年
）、『
学
校
法
人
立
命
館
所
蔵

藤
井

永
観
文
庫
の
優
品
』（細
見
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
）

９
）
成
賢
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
西
弥
生「
遍
智
院
成
賢
と
三
宝
院
流
」（『
中
世
密
教
寺
院

と
修
法
』勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年
）、
永
村
眞「
遍
智
院
成
賢
の
教

説
と
聖
教
」（『
中
世
醍
醐
寺
の
仏
法
と
院
家
』（吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
二
〇

一
一
年
）を
参
照

。

10
）
牧
野
和
夫「
深
賢
所
持
八
帖
本
と
延
慶
本『
平
家
物
語
』を
め
ぐ
る
共
通
環
境
の
一
端
に
つ

い
て
」（水
原
一
編『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証
』一
、
新
典
社
、
一
九
九
二
年
）。

11
）
三
宝
院
流
の
抄
物
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
９
西
弥
生
・永
村
眞
論
文
に
詳
し
い
。

12
）
な
お
、「
虚
空
蔵
事
」の
末
尾
（上
冊
三
十
七
丁
ウ
）に
は
、
朱
筆
で「
求
聞
持
事
、
可
有
此
所

ニ
也
、
下
巻
奥
ニ
記
之
」と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
配
列
・順
序
を
前
提
と
し
た
追

記
が
本
書
中
に
ま
ま
見
ら
れ
る
。
目
録
を
見
る
限
り
、
概
ね「
薄
草
子
口
決
」（『
大
正
新
修

大
蔵
経
』第
七
九
巻
所
収
本
を
参
照
し
た
）の
収
録
順
に
沿
っ
て
は
い
る
が
、
追
記
を
反
映

し
た
と
し
て
も
完
全
な
一
致
で
は
な
い
。

13
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
七
九
巻
一
八
二
頁
。

14) 

「
伝
法
灌
頂
記
」（『
大
日
本
史
料
』六
編
之
三
十
六
、
一
九
〇
頁
）。

図 1 上冊 表紙 
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図４ 目録と本文 

図３ 下冊奥書 

図 2(eik2-0-36) 

本書を収納する帙 
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